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６ 協議事項 

（１）分科会設置について 

（２）議案送付について 

 

７ 審査事項（審査順） 

  ・議案第４０号  第３次掛川市総合計画基本構想の策定について 

・議案第１９号  掛川市公民館条例の一部改正について 

・議案第２６号  掛川市立学校体育施設等使用条例の一部改正について 

 

８  会議の概要   別紙資料のとおり 

 

   以上のとおり、報告いたします。 

 

 

令和８年３月６日 

 市議会議長 藤原 正光 様 

 

予算決算委員会委員長 嶺岡 慎悟 
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議 事 

午後３時０５分 開会 

○委員長（嶺岡慎悟） ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 会議に入る前に、諸般の報告として数点申し上げます。 

 発言の際には、挙手の上、委員長の許可を得てから必ず自席のマイクのスイッチを入れて発言す

るようお願いします。 

 また、質疑においては、説明を求める場合、疑問点を明瞭に発言することとし、答弁も簡潔に分

かりやすくお願いし、一問一答方式でお願いします。議案に関係のない質疑や意見は控えていただ

きますようお願いします。 

 また、傍聴の申出がありましたので、報告申し上げます。 

 それでは、 2の協議事項、 (1)分科会設置についてに入ります。 

 本日、本委員会へ付託された議案を審査するに当たり、予算決算委員会理事会で協議された分科

会設置について提案いたします。 

 分科会は、総務分科会、文教厚生分科会、環境産業分科会の 3つの分科会を設置し、各分科会の

正副主査は、予算決算委員会運営要領第 3条第 1項第 1号の規定に基づき、総務委員会、文教厚生

委員会、環境産業委員会の正副委員長とすること。 

 また、各分科会委員は、同じく運営要領第 3条第 1項第 2号の規定に基づき、総務委員会、文教

厚生委員会及び環境産業委員会の各委員を充てることを提案いたします。 

 このことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 御異議なしと認め、提案のとおり決定いたしました。 

 次に、 (2)議案送付について。 

 本日、当委員会に付託されました議案は、議案第 1号、令和 8年度掛川市一般会計予算について

をはじめ23件であります。 

 議案を審査するに当たり、予算決算委員会理事会の協議により、配付した議案送付先表のとおり、

各分科会へ送付したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 御異議なしと認め、そのように決定しました。 

 それでは、分科会の審査は、配付した日程のとおり実施するようお願いします。 

  1点報告いたします。 
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 当局から、本日の委員会、また各分科会においての説明資料の配付申出があり、許可いたしまし

たので、御承知おきください。 

 それでは、続きまして、 3の審査事項に入りたいと思います。 

 議事の都合により、別紙次第のとおり審査を進めてまいりますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） それでは、議案第40号、第 3次掛川市総合計画基本構想の策定についてを

議題といたします。 

 企画政策課の説明をお願いいたします。 

〔企画政策課 説明〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 今回、委員会のフォルダの中には、全編で百何ページになっているものを

参考資料として載っておりますけれども、議案としては、今言われた基本方針が議案になっていま

すので、基本、それを前提に皆さん質問していただければと思います。 

 ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 生涯学習のところですけれども、 195ページ、この中で、あえて言っちゃう

んですけれども、18項目のテーマとプロジェクトって何ですかということ。今やっていますか、こ

れから市としてやるんですかということをあえてお尋ねします。 

○委員長（嶺岡慎悟） 石山課長。 

○企画政策課長（石山基和）  195ページです。生涯学習の18項目の関係です。 

 これにつきましては、生涯学習の理念を具現化し、具体化して、実践するために10年ごとに区切

りをつけながら、ハード、ソフトの両面にわたって、あらゆる施策を含む10か年計画として定めて

実施をされてきたものでございます。これは生涯学習のまちづくりの特色の一つでありますので、

記載をさせていただいたところでございます。 

  195ページの中段ですね、すみません。18項目と書いてあるところです。 

 これにつきましては、現在ですが、策定はされておりませんし、今後生涯学習と同様に、策定す

るということは考えておりません。ただ、令和 8年度は、これまでも御説明してきたとおりなんで

すけれども、第 3次総合計画を具体化する実施計画を策定していく予定でございます。その中から

柱となる成長事業を主要プロジェクトとして、そういったものを抜き出して、核となる経営戦略を

明らかにしていきたいというふうに考えております。 

 こういった経営戦略の中で、こういった18項目のテーマとプロジェクトが持っていたような市民
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の共感を呼んだりとか、あるいはまち全体で学び続けるという機運を高めて、まちづくりの参画に

つなげるということをしっかりやっていきたいなというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 よろしいですか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 今の話で、気持ちとしては、もちろん私も載っているほうがいいとは思うん

だけれども、今のときになってやらないものをそのまま載せておくって。なので、先ほどの主要事

業を今後18項目、10か年計画の中で、ハード、ソフト含めて18項目をプロジェクトとして掲げてい

く予定なんですよね。 

○委員長（嶺岡慎悟） 石山課長。 

○企画政策課長（石山基和） 今回ここに生涯学習を載せた理由というのは、ちょっと先ほども申

し上げましたけれども、今あるこれから協働から共創へというところの掛川市。これまでの報徳、

生涯学習、協働、共創というところの進んできたまちづくりは、やっぱりこの生涯学習運動という

のが非常に重要であったというふうに考えておりますし、今もこのことは基盤になってまちづくり

が進んでいるというふうに考えております。 

 そういったことがあって、この18項目のプロジェクトについては非常に重要であったということ。

それから、生涯学習全体についても、やはりこれは掛川市の基盤であるということで、今回新しい

総合計画をつくる中でも、しっかり位置づけていきたいということで掲載をさせていただきました。 

 また、先ほど申し上げたとおり、この考え方そのものについては、今回実施計画をつくっていく

中でも、同様な形でしっかり位置づけて、市民の皆さんが共感を呼んで、一緒にまちづくりの主体

となって進めていただけるようなそういったことがあって今回掲載させていただいているというこ

とでございます。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか質疑ありますか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕）  200ページの土地利用構想なんだけれども、ここまで議案で出ちゃっている

んで、変更のしようもないんでしょうが、市の構想として、例えば新東名高速道路の森掛川インタ

ーチェンジのそばとかは、都市的土地利用を将来的に考えているという意味では、少し黄色とかに

しておいてもよかったのかなとは思うんですが、そのあたりをしてこなかった考え方、ちょっと教

えてください。 
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○委員長（嶺岡慎悟） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） 今回大きな土地利用構想ですので、大きな方向性を示している内容

になるというふうに考えております。 

 前回から比較すると、工業団地の区分であるとか、そこのところについては修正は加わっている

んですけれども、大きな方向性としては大きくは変わっていないと思っております。そういった具

体なところについては今後個別の事例の中で進んでいくものと考えておりますので、大きな方向性

としては、前回を踏襲して続けているということでございます。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

〔「ないです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） この前回議案のほうの文字が薄くて見えないといって、こちらのほうは濃

くなっているんですけれども。高齢者にとってはＤＥＩじゃないぐらい字が小さくて、多くてとい

うのをすごく感じちゃったんですよ。多分老眼じゃない人は、見ても全然ストレスがないと思うん

ですけれども、非常にもう眼鏡をかけても、字がすごく小さくて、たくさんあるので、でも、この

文字量がないと言いたいことは言い尽くせないんでしょうか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） 見せ方については、ＤＥＩと言っている中で、見づらい部分があっ

て、本当に申し訳ないと思います。 

 これを今回議案もそうなんですけれども、内容については、テキストとして入れさせていただい

ておるので、これ、もう実際に市民の皆さんに見ていただくものについては、しっかり後でタブレ

ットで見ても分かりやすいものであるとか、あるいはイラストとかそういったものも入れながら、

今御指摘いただいたことが確かにございますので、しっかり見せやすいような、見やすいような形

にしっかり工夫をしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかよろしいですか。 

〔「よろしいです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で質疑を終結いたします。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議をお願いします。 
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 意見のある方、お願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） すみません、何度か全部を読ませてもらったりしているんですけれども、

何かふわふわしていて、自分がこの市民の一人として、この計画に沿っていけば幸せになれるなっ

て、Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇというそういうのが達成できるなという手応えみたいなものを何か自分

がよしというのをもらえないんですよ。それは実施計画ができていく過程で、もっと違ってくるか

もしれないんだけれども、あまりにも今の市民の皆さんの生活の、何か一生懸命生活されていると

ころ、こういうところ困っているというところが出てこないままこういうふうにしますという未来

の何かが、いいところばかりをあれしてるもんで、そこがちょっと何か自分にとって自分のものに

ならないというか、そういう思いを払拭できないでいます。 

 議案として上がってきているので、どう考えたらいいかなというのは、ずっと悩んでいて、私も

どうなのかなというふうに思っているんですけれども、今のところ何かこれ、もろ手を上げてこれ

でいきましょうと賛成できる状態にないというのが今の私の状態です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか、御意見ある方いますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） これで第 3次ですので、 1次、 2次、そして、コロナ禍があったものですか

ら、そこでアフターコロナ編が出てきたと思うんですけれども、この書き方、見せ方からいくと、

ちょっと勝川委員とは反対のことを申すみたいですけれども、今どきで私はいいのかなと。先ほど

お話があったように、もっと分かりやすいようにイラストを入れたりとか、そういうことに期待し

ますので、私は今の時代に合っているのかなと思っています。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか御意見ありますか。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で討論を終わります。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第40号、第 3次掛川市総合計画基本構想の策定について、可決することに賛成の方の挙手を

お願いします。 

〔賛成者挙手〕 
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○委員長（嶺岡慎悟） 手をお下げください。 

 議案第40号につきましては、賛成多数にて可決すべきものと決定しました。 

 では、次に、議案第19号、掛川市公民館条例の一部改正についてを議題といたします。 

 それでは、協働推進課の説明をお願いします。 

〔協働推進課 説明〕 

○委員長（嶺岡慎悟） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 質疑はありますか。よろしくお願いします。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 73ページなんですけれども、附属設備の使用料、これは細かい10円単位まで

残したのは何か考え方があってなんですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 深田協働推進課長。 

○協働推進課長（深田貴子） 附属設備については、今回、改定しておりませんので、従前のまま

の金額を採用しております。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか質疑ございますか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 下のプレイヤーのＭＤ、カセット。ＭＤって今どきあるんですか。下のＣＤ

もＤＶＤとか、ＣＤ／ＤＶＤとかとそういうふうにしておいたほうがよかったんじゃないですか。

いかがでしょうか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 深田課長。 

○協働推進課長（深田貴子） 現状の設備としてあるものですから、利用があるかどうかというと

また別ですが、設備としてあるものですから、採用しております。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかありますか。 

〔「ないです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、以上で質疑を終結したいと思います。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議をお願いします。 

 意見のある方は。 

 勝川委員。 



－7－ 

○委員（勝川志保子） やっぱり公民館というものの持っている大切さというか、それを考えたと

きに、これ、結局利用する人たちへの市民の皆さんへの負担分になっていっちゃうじゃないですか。

生涯学習都市ということで、生涯通じて、さっきの総合計画じゃないけれども、ずっと生まれてか

ら死ぬまで学び続けようと、そういう拠点になるこの公民館について受益者負担でいこうという考

え方そのものが、私はちょっと何か駄目なんじゃないかなと。どこにお金を入れていくかというの

を考えたときに、ここに文化活動をやりたいよとか、そういう人のところに、いろんな勉強会をや

りたいよとかという人のところに負担が増えることを今、やるべきではないんじゃないのかなとい

うふうに思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか御意見ございますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 先ほど料金改定が、平成19年とおっしゃったですよね。そこからやっぱりす

ごい年月流れていて、物価上昇は半端ないと思うので、これを維持管理していくというのは、先ほ

ど受益者負担はどうかなということをおっしゃったんですけれども、ある程度それは致し方ないか

なと私は思っておりますので、これはいいのではないかということでございます。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか御意見ございますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、討論に入りたいと思いますが、討論はありませんか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） この件に関しては賛成しかねる。反対です。もう倍近くなっちゃうところ

もありますよね。ここを頼りにいろんな活動されていた方々が、じゃ、この負担で、えっとならな

いかというと、私は、「何よ」となるかなという気がします。上げ幅も大きいですし、予約システ

ム入れるからということで、その分も上乗せするというのは、それは予約システムが入ったほうが

いいかもしれないけれども、そこまで、その分まで市民に負担をさせるというのはちょっと違うん

じゃないかなと。生涯学習都市であったら、この公民館っていうのはとにかくお金がなくてもみん

なが使えるという施設であるべきだと思います。そういう意味で反対します。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか討論ございますか。 

 髙橋委員。 

○委員（髙橋篤仁） 賛成の立場から討論いたします。 

 誰かが維持管理を負担しなければいけない。そんな中で、受益者がやはり使ったものの責任とし
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て負担をするというところに差をつけなければ、結局は市民全体で維持負担していくしかないわけ

ですので、使われた方にやはり少し負担していただくというのは必要なことだと考えております。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか討論ございますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 私も賛成の立場で申します。髙橋委員と同じ考えでございます。 

 そして、先ほどの御説明では 8月ぐらいということですので、やはりそこまでにしっかりと、す

みません、改善センターの話ではないんですけれども、しっかりと現実、現在使っている方たちと

か、そういった方たちに早めに広報をしていただけたら、そこをもって賛成といたします。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 よろしいですか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で討論を終わります。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第19号、掛川市公民館条例の一部改正について、可決することに賛成の方の挙手をお願いし

ます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 手をお下げください。 

 議案第19号につきましては、賛成多数にて可決すべきものと決定いたしました。 

 続いて、議案第26号、掛川市立学校体育施設等使用条例の一部改正についてを議題といたします。 

 それでは、教育政策課の説明をお願いします。 

〔教育政策課 説明〕 

○委員長（嶺岡慎悟） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） テニスコートについてちょっと聞きたいんですけれども、これが朝の時間

からずっと入っていますけれども、これ、平日も含めて、学校をやっている時間帯にもこうやって

貸出しをするというそういうことになるんでしょうか。 

○委員長（嶺岡慎悟） お願いします。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 文化・スポーツ振興課長です。 

 今、勝川委員の御質問について、平日については、学校は当然ございますので、その時間帯につ
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いては貸出しをしないということで、予約を埋めてしまうような形でやります。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） この施設を使う団体は、どの団体が使ってももうこの金額で一律にやると

いうことで、そういう認識でよろしいんですか。あと、減免があるとかそういうことはやらずに、

これでということでよろしいですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 減免がない団体につきましては、この料金になりますが、

減免のある団体がございまして、スポーツ少年団ですとか、かけがわ地域クラブですとか、例えば

そういった団体が減免団体になります。 

○委員長（嶺岡慎悟） 山田委員。 

○委員（山田正彦） すみません、確認です。 

 平日は貸し出さないということですけれども、長期休業中、閉庁日以外はいかがになりますか。

教えてください。 

○委員長（嶺岡慎悟） 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 長期休業中につきましても学校との相談とはなりますけ

れども、貸出しができるところは貸出しをしていくというような形になります。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） スポーツ少年団と地域クラブは減免があるよということで、割合はどのぐ

らいを想定していますか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） スポーツ少年団についてですけれども、令和７年度に練

習の活動日となっている日と場所について減免の対象とさせていただきたいと思っています。です

ので、令和 8年度に練習量を増やして、あちらもこちらも減免というわけにはいかないかなと思い

ます。 

 かけがわ地域クラブについても通常の練習について減免対象にしていきたいなと思っています。 

 以上です。 

〔発言する者あり〕 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） すみません、回答が漏れていました。 
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 減免については、全額ということになります。 

○委員長（嶺岡慎悟） 安田委員。 

○委員（安田彰） この範疇に入ってこないかもしれませんが、学校のプール等の貸出しというの

はこれからも考えてはいませんか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 尾崎部長。 

○教育部長（尾崎和宏） 教育部から回答させていただきます。 

 今のところプールの貸出しについては考えておりません。基本的には地域クラブの水泳等に貸し

出すのみとなっております。 

○委員長（嶺岡慎悟） 石川委員。 

○委員（石川紀子） ありがとうございます。 

 この料金が入ってくるということは、今年度は 8月 1日から始まるということですので、その収

支報告は今回の予算書にもありますけれども、どういうところの分類で入ってくるんでしょうか。

それはもう、まだこれから話合いになるのかということです。 

 その使われ方も今度はこの収入として入った金額がどういうふうに報告され、それがどう使われ

ていくかというところを審査するというふうになるんじゃないかなと思ったので、その説明をさせ

ていただきました。 

○委員長（嶺岡慎悟） 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 今御指摘のありました収入の入るところですけれども、

既に当初予算の中で設定しております歳入の小・中学校屋内運動場使用料と、あと、小・中学校の

夜間照明施設使用料、この中に収入させていただきます。 

 その入ってきた金額の充当先については、また決算説明書の中で示すような形になろうかなと思

います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 全員協議会の説明の折に、この地域公認クラブなどの減免は10年度までと

するという説明があったと思うんですが、それは、その条例の中には入っていないわけですよね。

だけれども、こういう説明があったということは、 2年半で減免がなくなっちゃうということだろ

うというふうに理解しているんですが、これってもう決定事項というのか、この条例とセットにな

りますよね。そうじゃなくて、これから 2年半後の地域クラブが移行期間を終えたときに、もう一

回協議事項になったりすることはなく、もうそこで中学生についても減免規定は外れるよ、みんな
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と一緒だよという条例だというふうに思っていいんですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 高塚部長。 

○生涯学習まちづくり部長（高塚茂樹） 地域クラブの減免につきましては、移行期間の前期の令

和10年度までを今想定をしております。これは条例の規定ではなくて、規則あるいは運用の中で入

れていきたいと思っています。 

 令和10年の前期の時点で移行のほうの見直しというか、検証期間がありますので、そこでまた検

討を行おうと思っています。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 今度電子申請というか、そういうふうになっているということなんだけれど

も、一応規則上で使用許可申請の使用許可という手続上は残るよね。その辺はちゃんとシステムの

中で名前とかいろいろと様式とかが何となく電子記録で残っていく。許可についてもちゃんと残っ

ていく。そういう法令にのっとったフローはちゃんと確保されるのか、そのあたりどんなシステム

なんですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 電子予約システムを使っていただくに当たって、まず、

団体登録、アカウントの登録をしていただきます。そのときに、代表者がどなたで、住所はどこで、

連絡先やメンバーはというようなそういった登録をしていきます。そのときにその団体が、その次

の段階として、この曜日にこの施設をという予約をしていただく流れになりますので、どなたがど

の申請をというようなことは担保できるかなと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 一応施行規則にのっとってやるという話なので、そのあたりちゃんと形どお

りやってるよと。ただ、電子上では、普通に何かの予約みたいにぽちぽちとやっただけとユーザー

からはそう見えるけれども、ちゃんと裏側では、規則にのっとって申請したよ、許可したよという

のがちゃんと残るように、その辺を工夫しておいていただけたらと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） すみません、学校施設なので、ちょっと確認したいですけれども、多分使

用のところで学校が使うときには、ここに優先順位がありますよね。スポーツ少年団なんかでも、
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今までスポーツ少年団の中でここの第 1、第 3はうちらが使って、第 2、第 4はこっちが使ってね

とかという話合いの下にうまく調整していた部分というのがあるんじゃないかと思うんだけれども、

この電子システムという形になったときにも、そういう今までやられていたような調整みたいなの

ができるものなのか、早い者勝ちになっちゃうのか、そこら辺ちょっと不安だなというのがあるん

ですが、どうなんでしょうね。 

○委員長（嶺岡慎悟） 高塚生涯まちづくり部長。 

○生涯学習まちづくり部長（高塚茂樹） スポーツ少年団ですとか、地域クラブにつきましては、

優先ということで、そういった枠を設けまして、システムの中に入れていっていきたいと思ってい

ます。 

○委員長（嶺岡慎悟） 今までの調整会議みたいなのをやっていたのが、それが原因でやってくれ

なかったという印象なんですけれども、それを解決する手法は、見つかったのでしょうか。 

 大石課長。 

○文化・スポーツ振興課長（大石博之） 今まで予約した人が一斉に集まって、それで今月の利用

をどうするかという、いわゆる調整会議についてはもう開かない方向で。そうすれば、予約した方

が、わざわざ仕事を休んで学校に行かなくても予約ができるという形になります。 

 あと、もう一つ、予約がやっぱり殺到するときがあると思いますので、電子抽せんという制度を

設けて、いわゆる競合してしまったところについては、電子抽せんをさせていただいて、またその

関係者には結果を見ていただくようなそんな制度を取り入れていきたいと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 今の抽せんもそうなんだけども、減免の対象の団体ってあなたのところずっ

と減免だよとやるわけじゃないですよね。本来の規則上は、その都度その都度減免申請する。本来

は。 

 その辺も含めてシステム上でうまくやってほしいなというのと、それと、電子抽せんするのをど

のぐらい前に抽せんしますかという設定によって、混乱したり混乱しなかったりと結構あると思う

ので、その辺、この後の工夫だとは思うんですけれども。その辺のうまくやってほしいなという。

本当、でも、自分たちのところは減免だからといって、やたら入れちゃったとか、後で消せばいい

みたいなそういうのになってもいけないので、そのあたりの工夫を設けてやってください。 

○委員長（嶺岡慎悟） 高塚部長。 

○生涯学習まちづくり部長（高塚茂樹） 予約といいますか、電子抽せんのほうは 3か月前を予定
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しております。 

○委員長（嶺岡慎悟） 安田委員。 

○委員（安田彰） 特に学校施設の場合に、学校の教頭先生あたりが結構間に入って困ってしまう

ことがあるんですけれども、何が困っちゃうかというと、特にグラウンドなんですけれども、利用

団体によって、あとの整備とかそういうのが。野球のようにめちゃくちゃグラウンドを丁寧に扱っ

ているところもあれば、結構もうほじくり返すようなスポーツもあるもんだから、やっぱり利用者

の打合せか何か、調整会議みたいなのは、やるやらないは別にしても、開けるような体制をとって

おいたほうがいいと思うんです。 1年に 1回ぐらいは。それ、これまで全部学校が多分間に入って

苦労していたと思うので、そこのところをちょっとやっぱり考えていったほうがいいと思います。

またいろいろ学校の声も聞いてやってください。 

 今のは意見です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） ちょっとここで話をすることじゃないのかも分かりませんけれども、自分の

地区ですけれども、グラウンドのトイレがあるんですけれども、それはトイレを造るときの条件で、

区長会が面倒を見るということで、12か月、区長が 1回ずつお掃除をしているんです。それは、私、

ずっとおかしいなというか、使った人がやっぱり掃除するということが大事じゃないかなと思って

いるものですから、そのあたりもちょっと考えていただきたいなと。どこに向けていいか分からな

いで、区長はそのまま、12か月だから、 1回やればいいという感じで言い出せなくているんですけ

れども、下手すると 2回来ちゃう人もいるんですよね。だから、ちょっとそのあたりも、やっぱり

トイレの使用とかそういうのも使った人たちがしっかりとやるというようなちょっと条件をつけて

いただきたいと思います。関連なくてごめんなさい。 

○委員長（嶺岡慎悟） 尾崎部長。 

○教育部長（尾崎和宏） すみません、条例ではなくて、施設の管理上でいうと、これ、体育施設

でないものですから、学校の管理になると思います。その辺も含めて、ちょっとまた条例と運用の

間ぐらいのところでちょっと調整をしてみたいと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 屋内運動場のところ、昼はないんだけれども、土日も昼間は貸さないという

ことですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 高塚部長。 
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○生涯学習まちづくり部長（高塚茂樹） 貸出しはあります。こちらの金額は、夜間についての照

明のほうを使うときの金額でして、通常使うときは、無料という言い方がいいかあれですけれども、

土日も日中間は使えます。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

〔「ないです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、以上で質疑を終結したいと思います。 

 ここで委員会討議をお願いします。 

 意見のある方はお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） やはりこれもスポーツに関わる部分で受益者負担だという考え方ですよね。

学校施設というのは、本当に地域にとっても大事なスポーツをする場所になるし、スポーツ団体に

とっても大事な場所にはなってくると思うんですけれども、そこに受益者負担だよということでや

っていくと、やはり結構上がりますよね。 1,030円が 1,600円、午前中だけで。午前、午後とやる

と 2,000円ぐらいが 3,000円を超すことになるわけじゃないですか。例えばスポーツやる人たちの

クラブ費の増。スポーツやる団体の負担増になっていっちゃう。そこが、やっぱりこれでいいのか

なという疑問です。生涯学習でスポーツについても誰もが親しむことができるというふうに銘打っ

ている割には、これだとどうなのかなということを感じます。 

 掛スポなんか見ていても、本当に掛スポの会費が上がったことで、あーとなっちゃったお宅もあ

りますし、ほかの運動クラブに比べると安いということで、この時期の来年度の申込みのところは

もう何かちょっと殺気立った感じになりますよね。抽せんとか、そこの申込みが殺到して。 

 なので、やっぱり市民の皆さんにしてみるとスポーツやるのにお金がかかるというのが、ハード

ルになっているなというのを感じるので、そこのところがやはり疑問です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか意見ございますか。 

 よろしいですか。 

〔「はい」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、討論に入りたいと思います。 

 討論はありませんか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） やっぱりこの値上げ幅が大きいなと思いましたので、まだこの条例の中に
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は入っていないけれども、例えば減免規程で、あと 3年たったら、 2年半後には、地域クラブも減

免がなくなるんだというのは、そういうものをもって、この条例が出されているというのは、私は

ちょっと違うんじゃないかなと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか討論ありますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 賛成の立場ということでよろしいですね。 

○委員長（嶺岡慎悟） はい。 

○委員（窪野愛子） 多分こうして条例改正を求めてきた当局サイドにとっても苦渋の選択という

か、時代の流れの中で致し方ない。そして、使用する人たちの利便性を図るということで、これは

やむを得ないことではないかなと思います。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） 賛成の立場です。それは値上げとかしないでできれば、それに越したこと

はないんですけれども、それこそ持続可能とかということを考えたら、値上げはしようがないと思

います。 

 あと、先ほど来いろんな無料の減免規程だとか、それから、鈴木委員がおっしゃったような手続、

施行規則にのっとって利用するよとか、その辺をしっかり精査をしてやってほしいというふうに思

います。賛成です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 山田委員。 

○委員（山田正彦） 賛成の立場からです。 

 地域クラブを展開するということは、そもそも学校の今までの部活動とは切り離して、お稽古事、

習い事というそのゼロベースからの考えなものですから、スポーツ以外にもバイオリンをやる子も

いるし、ピアノをやる子もいるし、書道をやる子もいるし、踊るほうのバレエをやる子もいるし、

それぞれがやりたい子供のお金については、保護者が責任を持ってお支払いをする。たまたまグラ

ウンドを借りる人たちについては、集団的スポーツが多くて、それでその使用料をやっぱり受益者

が払うというのは当然のことだと思いますので、税金がもっともっと値上がりができて、裕福な財

政であったらできますけれども、今の現状では、やっぱり習い事、お稽古事にしていただくのがい

いかなと自分は思っています。 

 以上です。 
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○委員長（嶺岡慎悟） そのほか討論ございますか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、以上で討論を終わります。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第26号、掛川市立学校体育施設等使用条例の一部改正について、可決することに賛成の方の

挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 手をお下げください。 

 議案第26号につきましては、賛成多数にて可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、その他に入りたいと思います。 

 本日、正誤表が出たかと思いますが、多分説明受けて、それだけだと分かりにくいかと思いまし

たので、今日、その他としてお時間を取らせていただきました。 

 よろしいですか。 

 では、その他に入りたいと思います。 

 令和 8年第 1回(2月)の掛川市市議会定例会提出議案の正誤表、先ほどのとおり、本日提出され

ております。このことについて健康福祉部長より発言の申出がありました。 

 原田部長、お願いします。 

○健康福祉部長（原田陽一） 予算決算委員会にてお時間を取っていただきましてありがとうござ

います。 

 本日議会冒頭で議長のほうから御案内いただきました議案第21号、掛川市国民健康保険税条例の

一部改正についてに関する議案正誤表について説明をさせていただきます。 

 まずもって、議案書に誤りがありましたこと、大変申し訳ございませんでした。 

 本訂正については、令和 8年度から始まります子ども・子育て支援納付金の均等割額に関するも

のでございます。詳細については、鈴木国保年金課長のほうから説明させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（嶺岡慎悟） では、鈴木国保年金課長。 

○国保年金課長（鈴木英雄） それでは、国保年金課から説明をさせていただきます。 

 正誤表及び 2月定例会議案書の83ページをお願いします。 

 正誤表の最上段及び 2段目になりますが、その下の訂正、その 2つの訂正については、議案書の



－17－ 

83ページの下から14行目の第15条の 2の 2行目に記載してございます被保険者均等割額を 1,700円

から 1,550円に訂正し、その下の第15条の 3の 3行目の 1,700円を 1,150円に訂正するものです。 

 子ども・子育て支援納付金については、これまであった国民健康保険税医療分等の均等割額と成

り立ちが異なっており、均等割額を18歳以上と未満で分けて金額を示し、合算することで均等割額

とすることになっておりますが、このことに対する認識不足により、合算後の均等割額を記載して

いたため訂正するものです。 

 また、この均等割額に基づく子ども・子育て支援納金の減額を追加した条文にも訂正を行ってお

ります。 

 正誤表に記載してあります85ページ以降の訂正は、その減額に関する訂正となります。 

 お手数をおかけして誠に申し訳ありませんが、訂正について御理解いただきますようお願いいた

します。 

 説明は以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） 内容については、また文教厚生分科会のほうでやります。審査自体は分科

会のほうでしっかりやっていただければと思います。 

 どうしても聞きたいということがあれば。よろしいですか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上でその他、説明を終わりたいと思います。 

 その他、皆さんから何か。 

 よろしいですか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で予算決算委員会を終了いたします。 

午後４時００分 閉会 

 

 


